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１．はじめに 

渋谷駅周辺では，自然の潤いと憩いが感じられる居心地の良いまちづくりの創造，既存の駅施設・百貨店等

の建物の老朽化や複雑な各鉄道間の乗換え動線等の改善を目的とし，100 年に 1 度と言われる大規模な再開発

が進められている．再開発事業は都市基盤整備事業と共同ビル開発事業に大別されており，都市基盤整備事業

のうち渋谷駅街区で進められている土地区画整理事業では，渋谷駅西口駅前広場が狭隘であるため現在地上

にあるタクシー乗降場（タクシープール）を地下に整備する計画である 1）．また，共同ビル開発事業のうち渋

谷駅西口では渋谷駅街区，道玄坂一丁目駅前地区，桜丘口街区があり，これらの街区（地区）のビル駐車場同

士の車両の行き来を可能にするため，地下に車路を整備する計画である．土地の制約上の理由等からタクシー

プールならびに地下車路は一体の地下構造物（名称：渋谷駅西口地下施設）として整備される計画である．本

稿では渋谷駅西口地下施設の設計ならびに施工について紹介する． 

２．渋谷駅西口地下施設の概要 

渋谷駅西口地下施設は地下 1 階が「タクシープール」，地下 2 階が都市計画駐車場の一部の「地下車路」で

構成されており，開削工法で整備する計画である．地下１階タクシープールの法的位置付けは道路（土木構造

物），地下 2 階地下車路は都市計画駐車場の一部（建築物）であり，法的位置付けが異なる 2 つの施設を一体

構造物として整備する．そのため，本構造物は，土木・建築の両基準を満足する整理を行っており，土木，建

築それぞれの行政協議を行う方針で設計，施工を行うものとした（図 1，2）．以下に設計ならびに施工の概要

について論じる． 
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図 1 渋谷駅西口平面図 図 2 渋谷駅西口地下施設 パース図（上：平面，下：断面） 
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３．渋谷駅西口地下施設の設計・施工計画 

地下施設の設計は，土木構造物（道路関係）の指針である，「駐車場設計・施工指針同解説 2）」に基づいて

設計するが，その設計結果が「建築基準法（以下，建基法）」を満足することを確認することで，両基準を満

足する考え方とした．つまり，両基準に記載されている規定（構造細目等）を比較し，両基準を満足するよう

厳しい値を採用する．一例として，鉄筋の継手長さに関する両基準の比較を行った結果（図 3），建基法の方が

厳しい値のため，継手長さは建基法で規定されている値を採用した．申請手続きは，地下１階タクシープール

に関連する道路関係の設計協議・申請，地下 2 階地下車路は建築確認申請を行った．審査対象範囲はそれぞれ

の階の施設に関する部分だが，構造は一体不可分のため，構造計算は地下施設全体を審査対象範囲とした． 

施工計画においても，土木系の指針であるコンクリート標準示方書 3）ならびに建築系の指針である JASS-54）

を両方満足する整理を行った．一例として，コンクリートのスランプは，コンクリート標準示方書で必要スラ

ンプを設定したうえで，JASS-5 の規定を同時に満足する配合とし，スランプを 18cm に設定した．同様に，コ

ンクリート強度についても，両基準を満足するコンクリートの配合設計を行い，コンクリート標準示方書で必

要な設計基準強度に，JASS-5 に規定された強度補正を行い，両基準を満足する配合とした． 

４．おわりに 

渋谷駅西口地下施設の工事は，2015 年 10 月から本格的に着工し，駅前広場の一部を常設作業帯として用い

ながら，夜間工事で仮設構造物の工事を行い，本設構造物の工事を進めているところである（写真 1）．本工事

は渋谷駅西口駅前広場という人・車の往来が激しい場所で，駅前広場の機能に最大限支障を与えない配慮を行

いながら現在も進められている．本稿では土木・建築両基準に適合した地下構造物の設計・施工について概説

した．今後も都市部では再開発等に伴い，本施設のような法的位置付けの異なる 2つの施設を一体構造物とし

て整備する計画は多いと考えられるため，同様の事例における参考事例となれば幸いである． 
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図 3 鉄筋の継手長さの設定方法２），４） 

写真 1 渋谷駅西口地下施設 施工状況（左：土留壁施工状況，右：地下構造物施工状況） 
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